
 

『
資
本
論
』
全
体
の
構
成 

 

『
資
本
論
』
は
第
一
部
・

二
部
・
三
部
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
第
一

部
は
マ
ル
ク
ス
が
第
三
版

ま
で
関
わ
り
ま
し
た
が
、
第

二
部
・
第
三
部
は
マ
ル
ク
ス

の
未
完
成
の
遺
稿
を
も
と

に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
編
集
・
出

版
し
た
も
の
で
す
。
各
部
の

表
題
は
第
一
部
「
資
本
の
生

産
過
程
」
、
第
二
部
「
資
本

の
流
通
過
程
」
、
第
三
部
「
資
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今
年
は
マ
ル
ク
ス
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年

は
マ
ル
ク
ス
の
主
著
『
資
本
論
』
が
出
版
さ
れ
て
１
５
０
年
、

再
来
年
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕
２
０
０
年
、
レ
ー
ニ
ン
生
誕
１

５
０
年
で
す
か
ら
、
こ
の
数
年
は
科
学
的
社
会
主
義
の
創
始

者
た
ち
の
記
念
イ
ヤ
ー
ズ
で
す
。
マ
ル
ク
ス
生
誕
２
０
０
年

に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
『
資
本
論
』
の
言
説
を
紹
介
し
、
理

論
理
解
の
一
助
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
文 

Ｔ
・
Ｍ
） 

本
主
義
的
生
産
の
総
過
程
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

『
資
本
論
』
の
叙
述
全
体

の
位
置
付
け
は
、
第
一
部
・

第
一
篇
「
商
品
と
貨
幣
」
の

部
分
と
、
第
一
部
・
第
三
篇

「
絶
対
的
剰
余
価
値
の
生

産
」
以
降
（
第
三
部
ま
で
）

と
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
量
的
に
は
、
こ

の
二
つ
の
部
分
で
は
大
き

な
差
が
あ
り
ま
す
。 

前
者
で
は
、
単
純
商
品
流

通
の
も
と
で
の
商
品
と
そ

の
価
値
、
貨
幣
お
よ
び
販

売
・
購
買
が
主
に
分
析
さ

れ
、
解
明
さ
れ
ま
す
。 

後
者
は
、
資
本
が
主
体
と

な
っ
て
剰
余
価
値
の
生
産

と
増
大
、
資
本
の
蓄
積
な
ど

（
第
一
部
）
か
ら
、
第
二
部

「
資
本
の
流
通
過
程
」
を
経

て
、
第
三
部
に
お
い
て
、
剰

余
価
値
が
（
平
均
）
利
潤
に

転
化
し
て
、
さ
ら
に
商
業
利

潤
や
利
子
・
地
代
が
解
明
さ

れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
部
分

を
つ
な
ぐ
の
が
、
第
一
部
・

第
二
篇
「
貨
幣
の
資
本
へ
の

転
化
」
の
部
分
で
す
。 

先
の
叙
述
全
体
の
二
つ

の
部
分
と
そ
の
「
つ
な
ぎ
」

の
量
的
な
比
較
を
第
一
部

の
中
だ
け
で
比
較
し
ま
す

と
、
第
一
篇
「
商
品
と
貨
幣
」

（
約
１
５
％
）
、
第
二
篇
「
貨

幣
の
資
本
へ
の
転
化
」
（
約

５
％
）
、
第
三
篇
「
絶
対
的

剰
余
価
値
の
生
産
」
～
第
七

篇
「
資
本
の
蓄
積
過
程
」（
約

８
０
％
）
で
す
。
第
三
部
ま

で
含
め
て
考
え
る
と
、
最
初

の
部
分
と
つ
な
ぎ
部
分
を

合
わ
せ
た
部
分
の
量
が
い

か
に
少
な
い
か
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
「
『
資
本
論
』

の
窓
か
ら
」
で
は
、
『
資
本

論
』
の
言
説
を
最
初
の
部
分

か
ら
適
宜
紹
介
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
梶
井
基
次

郎
や
宮
本
百
合
子
は
そ
の

言
説
の
一
部
分
だ
け
で
な

く
、
文
章
全
体
の
中
に
感
動

し
た
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
感

動
を
味
わ
い
た
い
方
は
、

『
資
本
論
』
そ
の
も
の
（
全

体
）
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
不
定
期

掲
載
） 

●保育士・職員全体の賃金の底上げを 

 保育士の賃金は全労働者の平均より約９万円低く、２１万３０００円です。政府が２

０１７年度予算で、２％相当６０００円程度の賃上げと、経験を積んだ保育士・職員に

ついては４万円の給与改善を行うなど処遇改善の措置を取ったことは一歩前進です。 

しかし、４万円の引き上げ対象は一部の経験者だけとなっており、全産業労働者との

差は大きいままの状況です。日本共産党は、保育士全体の賃金底上げをはかります。 
 

●配置基準の引き上げ、非正規の保育士の正社員化をすすめます 

 現在の保育士配置基準は諸外国と比べて、際立って遅れています（国が定めた配置基

準―０歳児：保育士１人につき子ども３人。１、２歳児：保育士１人につき子ども６人）。 

低すぎる保育士の配置基準を引き上げることは、子どもの健全な発達、ゆきとどいた

保育を保障するためにも、保育士の過重負担、長時間労働の負担を軽減し、働き続けら

れるようにするためにも重要です。 

また、県内では正規職員は６割弱で、非正規の保育士が全体の４割を占め、保育現場

は非正規の保育士抜きでは成り立たない状況になっています（右表参照）。非正規の保

育士の仕事が、正規の保育士と同じになっていることも少なくありません。それにもか

かわらず、非正規保育士の賃金は依然として低く、正規保育士の４～５割程度です。非

正規の保育士の正規化を進めるとともに、正規と非正規の均等待遇をはかります。 

党県議団は、これまで保育士のみなさんとともに職員配置基準の引き上げや賃上げ等

を県へ申し入れてきました。議会でも再三にわたって取り上げ、改善を迫ってきました。 
 

●日本共産党の政策 

◆保育士全体の賃金の底上げをはかり、緊急に月額５万円引き上げます。さらに、全

産業平均に近づくよう、毎年１万円ずつ引き上げて５年で１０万円引き上げます。 

◆職員配置の加配や処遇改善に対する県独自の助成を求めます。 

日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介県議）の議会論戦を紹介しながら、県政を

めぐる諸課題（医療・介護・福祉、原発、雇用・経済、教育、農業など）について連

載していきます。今回は保育について取り上げます。 

■市町村毎の保育士の正規・非正規職員割合 

 施設数 正規 非正規 
正規職員 

割合 

松江市 75 819 752 52.1％ 

浜田市 28 302 47 86.5％ 

出雲市 54 680 566 54.6％ 

益田市 31 256 81 76.0％ 

大田市 24 155 126 55.2％ 

安来市 19 164 82 66.7％ 

江津市 12 97 69 58.4％ 

雲南市 12 113 125 47.5％ 

奥出雲町 13 79 52 60.3％ 

飯南町 4 20 10 66.7％ 

川本町 3 14 23 37.8％ 

美郷町 2 16 9 64.0％ 

邑南町 9 47 52 47.5％ 

津和野町 7 29 32 47.5％ 

吉賀町 6 20 32 38.5％ 

海士町 1 10 2 83.3％ 

西ノ島町 2 13 4 76.5％ 

知夫村 1 5 1 83.3％ 

隠岐の島町 10 80 37 68.4％ 

合計 313 2,919 2,102 58.1％ 

（２０１７年４月１日現在） 

「

安

倍

９

条

改

憲

Ｎ

Ｏ
！
３
０
０
０
万
人
署
名
」

達
成
に
向
け
た
出
雲
地
域

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
が
３
月

１
７
日
に
開
か
れ
、
約
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
写

真
） 主

催
し
た
「
戦
争
法
廃

止
！
出
雲
集
会
実
行
委
員

会
」
世
話
人
の
永
野
健
一
さ

ん
が
「
全
国
で
吹
く
安
倍
改

憲
ノ
ー
の
風
に
加
わ
り
、
山

陰
の
地
か
ら
も
大
い
に
吹

か
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

弁
護
士
の
佐
藤
力
氏
が

講
演
し
、
「
公
務
員
は
憲
法

を
守
る
義
務
が
あ
る
。
憲
法

は
国
家
権
力
を
縛
り
、
制
限

す
る
も
の
だ
」
と
強
調
し
、

改
憲
を
ね
ら
う
安
倍
政
権

を
批
判
し
ま
し
た
。 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、
出
雲

教
育
・
９
条
の
会
の
嵐
和
義

さ
ん
は
「
毎
日
、
軒
並
み
訪

ね
る
人
も
い
ま
す
。
私
も
全

力
で
頑
張
り
抜
き
た
い
」
と

語
り
、
医
師
の
江
口
茂
雄
さ

ん
は
「
殺
し
、
殺
さ
せ
な
い

た
め
に
も
署
名
を
集
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
後
藤
由

美
市
議
も
訴
え
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
大
平
喜

信
前
衆
院
議
員
と
民
青
同

盟
広
島
県
委
員
会
の
青
年

ら
１
４
人
が
３
月
１
７
日
、

松
江
市
を
訪
れ
、
島
根
原
発

を
見
学
・
調
査
し
ま
し
た
。

（
写
真
） 

尾
村
利
成
県
議
、
民
青
同

盟
島
根
県
委
員
会
の
吉
井

安
見
委
員
長
が
同
行
。 

参
加
者
は
原
発
交
付
金

で
建
設
さ
れ
た
鹿
島
町
の

テ
ニ
ス
場
や
野
球
場
、
体
育

館
な
ど
を
見
学
。
島
根
原
子

力
館
か
ら
１
・
２
号
機
を
、

県
道
か
ら
３
号
機
を
見
て

回
り
ま
し
た
。
学
習
・
交
流

会
で
、
民
青
広
島
県
委
員
会

の
弘
中
孝
江
委
員
長
は
「
原

発
は
私
た
ち
の
生
活
と
相

容
れ
な
い
も
の
だ
と
痛
感

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。 


